
【シリーズ解体】

谷口雅宣  三代目総裁  によって失わしめられたもの
その６ ― 尊師谷口雅春先生の聖典等、35点にものぼる御著書の絶版 ―

特別報告 

令和４年11月１日正しい生長の家の御教えを護り抜くために

　

三
十
五
点
に
も
及
ぶ
谷
口
雅
春
先
生
の
貴
重
な
ご

著
書
（
裏
面
に
写
真
掲
載
）
を
現
教
団
が
事
実
上
の

絶
版
に
し
て
、
信
徒
の
熱
望
に
も
か
か
わ
ら
ず
拝
読

で
き
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
事
実
は
、
こ
の
機
関
紙

『
躍
進
す
る
生
長
の
家
社
会
事
業
団
』
に
お
い
て
も

度た
び
た
び々

紹
介
し
て
お
り
、
多
く
の
方
が
ご
存
知
か
と
思

い
ま
す
。

  
こ
の
事
実
上
の
絶
版
が
、
ま
さ
に
谷
口
雅
宣
現
総
裁

の
明
確
な
指
示
に
よ
り
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と

を
示
す
揺
る
ぎ
な
い
証
拠
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。

  

左
に
掲
げ
た
資
料
が
そ
の
証
拠
で
あ
り
、
こ
れ
は

現
教
団
の
平
成
２
年
４
月
17
日
の
常
任
理
事
会
に
お

い
て
『
古
事
記
と
現
代
の
預
言
』
お
よ
び
『
国
の
い

の
ち  

人
の
い
の
ち
』
を
事
実
上
の
絶
版
（
重
版

禁
止
）
処
分
と
す
る
決
定
を
下
し
た
際
、
当
時
、

広
報
・
編
集
部
長
で
あ
っ
た
谷
口
雅
宣
氏
自
身

の
手
に
よ
る
提
案
資
料
で
す
。（
上
は
原
本
、
下
は

そ
の
浄
書
。
赤
線
編
集
部
）

　

こ
の
常
任
理
事
会
資
料
は
、
現
教
団
が
著
作

権
の
裁
判
に
お
い
て
裁
判
所
に
令
和
３
年
９
月

29
日
に
提
出
し
た
資
料
（
疎
乙
第

115
号
証
）
で
あ
り
、

裁
判
所
、
現
教
団
、
そ
し
て
当
事
業
団
に
現
存
す
る

も
の
で
す
。

  

な
ぜ
、
谷
口
雅
宣
氏
は
こ
の
よ
う
な
背
教
・
忘
恩

の
提
案
を
強
行
し
た
の
か
？　

そ
の
背
景
に
つ
い
て
、

『「
生
長
の
家
」
教
団
の
平
成
30
年
史
』
に
よ
る
と
、

谷
口
雅
宣
氏
は
事
あ
る
ご
と
に
「
谷
口
雅
春
先
生
は

一
度
な
ら
ず
失
敗
し
た
」、「『
生
命
の
實
相
』
に
書
か

れ
て
い
る
こ
と
に
も
間
違
い
が
あ
る
」、「
聖
典
を
字

句
通
り
に
解
釈
す
る
の
は
〝
原
理
主
義
〟
で
あ
る
」

な
ど
と
述
べ
て
、
谷
口
雅
春
先
生
の
聖
典
を
信
徒
が

純
粋
に
拝
読
し
信
仰
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
を
牽
制
し

て
き
た
こ
と
が
詳
述
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
昭
和
61
年
以
降
数
年
間
に
わ
た
り
、
内
容

上
の
問
題
が
あ
る
と
い
う
理
由
で
、
谷
口
雅
春
先
生

の
聖
典
の
う
ち
、
重
版
を
停
止
す
る
聖
典
が
リ
ス
ト

ア
ッ
プ
さ
れ
、
次
々
と
重
版
保
留
（
事
実
上
の
絶
版
）

と
さ
れ
る
事
態
が
出
現
す
る
に
至
り
ま
し
た
。

絶
版
扱
い
と
な
る
異
常
な
基
準

　

で
は
、
ど
の
よ
う
な
聖
典
を
雅
宣
氏
は
絶
版
に
し

て
い
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
前
述
の
『「
生
長
の
家
」

教
団
の
平
成
30
年
史
』
に
よ
る
と

①
「
大
東
亜
戦
争
は
白
色
人
種
の
植
民
地
支
配
か
ら

有
色
人
種
を
解
放
し
、
独
立
を
も
た
ら
し
た
戦
い
で

あ
っ
た
」
旨
が
説
か
れ
て
い
る
聖
典
。（
谷
口
雅
宣
氏

の
言
う
「
大
東
亜
戦
争
は
侵
略
戦
争
で
あ
る
」
と
の

主
張
に
反
す
る
聖
典
（『
神
ひ
と
に
語
り
給
ふ
』
等
）

資
料
が
明
か
す
歴
史
の
真
実
!!

　
―
聖
典
の
事
実
上
の
絶
版
（
重
版
禁
止
）を
指
示
し
た
谷
口
雅
宣
氏

04/17/90
（編集部註：90 は西暦、平成２年4 月17 日のこと）

　　　　　　　常任理事会
広報・編集部　谷口雅宣

　　日本教文社６月度重版について

　日本教文社から別紙「６月度出版計画案（重版）」が提出され、
51 点の重版を要望してまいりました。このうち『古事記と現代
の預言』と『国のいのち　人のいのち』については、以下の理由
から、現時点での重版は避けるべきと考え、重版しないことを
提案します。よろしく御審議下さい。

１．『古事記と現代の預言』
　同書は、『古事記』の記述を“言霊”によって解釈しておられ
る現行唯一の“古事記解釈”の聖典であり、大変貴重なものと
考えますが、大東亜戦争の原因についての記述に、以下のよう
な誤解を招きやすい箇所があります。

　同書 pp．122―142 あたりには、「日本民族の人口問題と満州
国の問題」というような国際政治上の間題が取り扱われてい
ますが、ここでは、“満州の利権を守るために参戦した”と
いう当時の日本政府の考え方が主として記述されています。
しかし、そのような“利権”を国家が「戦争」という手段に
よって死守することが正しいことか、間違っているのかとい
う価値判断があまり明確に書かれていないため、通読すると

「日本の満州進出は正しかった」という印象を受けます。

２．『国のいのち　人のいのち』
　同書は、昭和 52 年が初版。当時、生政連が推進していた憲
法改正運動の只中で発行されたもので、諸処に時期的に古くなっ
ている時事的な記述や、「生長の家の帝国憲法復元論」など政治
的な評論が見られるため、現時点での重版は不適当と考えます。

以 上

谷口雅宣氏が〝重版禁止〟を提案
し承認させた、現教団の平成２年
４月 17 日「常任理事会」資料

⬇
（浄書）



②
真
理
国
家
日
本
の
実
相
顕
現
や
憲
法
問
題
、
政
治

問
題
（
特
に
生
長
の
家
政
治
連
合
）
に
関
わ
る
文
章

が
あ
る
聖
典
。（『
私
の
日
本
憲
法
論
』
等
）

③
谷
口
雅
春
先
生
の
尊
い
ご
事
績
（
生
長
の
家
の
歴

史
）が
書
か
れ
て
い
る
聖
典
。（「
生
長
の
家
の
年
史
」

や
『
明
窓
淨
机
』
等
）

④
谷
口
雅
宣
氏
に
異
を
唱
え
、
自
分
の
立
場
を
脅
か

す
人
物
が
登
場
す
る
聖
典
。（
現
と
き
み
つ
る
会
代

表
の
宮
澤
潔
氏
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
『
奇
蹟
を
生
ず

る
実
相
哲
学
』（
下
）
等
）

　

な
ど
が
絶
版
の
基
準
に
な
っ
た
と
述
べ
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

又
こ
の
ほ
か
、
谷
口
雅
春
先
生
の
多
く
の
聖
典
が

「
品
切
れ
」
状
態
で
購
入
で
き
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
〝
出
版
さ
せ
な
い
権
利
〟

　
　
　
　
と
し
て
著
作
権
を
行
使

　

皆
様
の
中
に
は
、
こ
こ
に
掲
げ
た
聖
典
に
救
わ

れ
、
人
生
の
指
針
を
見
い
出
さ
れ
た
方
も
大
勢
い

ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
で
も
現
在
そ
の
聖
典

を
持
っ
て
お
ら
れ
な
い
方
や
信
徒
と
し
て
新
し
い
方

は
、自
由
に
拝
読
す
る
こ
と
さ
え
で
き
な
い
の
で
す
。

　

雅
宣
氏
は
、
意
に
沿
わ
な
い
聖
典
を
絶
版
に
し
た

だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
平
成
４
年
７
月
15
日
の
日

本
教
文
社
取
締
役
会
に
お
い
て
、「
今
後
、
一
切
の

谷
口
雅
春
先
生
の
新
刊
聖
典
は
発
行
し
な
い
」
と
の

決
定
を
下
し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
雅
宣
氏
は
、
著
作
権
を
〝
出
版
す
る
権

利
〟
と
し
て
で
は
な
く
〝
出
版
さ
せ
な
い
権
利
〟
と

し
て
行
使
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
聖
典
を
抹
殺
し
、
谷

口
雅
春
先
生
を
排
斥
し
て
い
る
の
で
す
。

古
事
記
と

　
現
代
の
預
言

神
ひ
と
に
語
り
給
ふ

　
神
示
講
義 

教
の
巻

神
の
真
義
と
そ
の
理
解

  

住
吉
大
神
顕
斎
の
意
義

碧
巖
錄
解
釋

　
前
篇
・
後
篇實

相
研
鑽

  ［
第
一
集
］

實
相
研
鑽

  ［
第
三
集
］

若
人
の
た
め
の
78
章

霊
性
の
目
覚
め

（
谷
口
雅
春
著
作
集

                    

第
６
巻
）

第
二
青
年
の
書

人
生
の
祕
訣
365
章奇

蹟
を
生
ず
る

　
実
相
哲
学  

下

實
相
と
現
象

（
谷
口
雅
春
著
作
集

　
　
　
　

  

第
４
巻
）

人
生
を
前
進
す
る

（
新
選
谷
口
雅
春
法
話
集
９
）

私
の
日
本
憲
法
論我

ら
日
本
人
と
し
て

（
新
選
谷
口
雅
春
選
集
８
）

聖
な
る
理
想•

　
国
家•
国
民国

の
い
の
ち

　
人
の
い
の
ち

美
し
き
日
本
の
再
建

日
本
を
築
く
も
の

（
新
選
谷
口
雅
春
選
集
14
）

占
領
憲
法
下
の
日
本

続
占
領
憲
法
下
の
日
本

占
領
憲
法
下
の

　
　
政
治
批
判明

窓
淨
机

　
　
草
創
篇　

昭
和
５
年
〜
12
年

明
窓
淨
机

　
　
發
展
篇

昭
和
13
年
〜
15
年

明
窓
淨
机

　
　
飛
躍
篇

昭
和
16
年
〜
19
年

明
窓
淨
机

　
　
戰
後
篇

昭
和
20
年
〜
28
年明

窓
淨
机

　
　
新
生
篇

昭
和
29
年
〜
31
年

明
窓
淨
机
修
練
篇

     

昭
和
32
年

              

〜
34
年
４
月

生
長
の
家

三
十
年
史

生
長
の
家

四
十
年
史

生
長
の
家

五
十
年
史

白
鳩
愛
唱
歌
集

∧
母
と
子
の
う
た
∨

魂
の
ふ
る
さ
と

        

―
字
治

新
編 

聖
光
録

「
内
容
上
の
理
由
に
よ
る
」
と
し
て
谷
口
雅
宣
氏
が
絶
版
に
し
た
35
点
の
聖
典
等

人
間
性
の
解
剖

新
女
性
讀
本

放
送
人
生
讀
本

あ
な
た
の
愛
兒

　
（
以
上
、
新
選
谷
口
雅
春
選
集
）

親
鸞
の
本
心

恋
愛
・
結
婚
・
母
性

健
全
の
真
理

愛
と
光
と
の
生
活

生
活
応
用 

健
全
の
真
理

母
・
妻
・
娘
の
本

（
以
上
、
新
選
谷
口
雅
春
法
話
集
）

幸
福
の
哲
学
（
谷
口
雅
春
著
作
集
）

女
は
愛
の
太
陽
だ

こ
ど
も
の
祈
り

新
・
人
間
性
の
解
剖

神
癒
の
た
め
の
集
中
講
義

ジ
ュ
ニ
ア
希
望
の
祈
り

生
命
の
教
育

大
聖
師
御
講
義

　
　

 『
続
々
甘
露
の
法
雨
』

奇
蹟
の
手
帳

（
以
上
は
令
和
４
年
10
月
14
日
現

在
の
世
界
聖
典
普
及
協
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
出
来
た
も
の
だ

け
で
あ
り
、『
實
相
研
鑽
第
二
集
』

等
、
聖
典
名
そ
の
も
の
が
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
も

の
も
多
数
存
在
し
ま
す
）

こ
の
ほ
か
「
品
切
れ
」

表
示
で
購
入
で
き
な
い

谷
口
雅
春
先
生
の
聖
典
等


